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私たちは食べることでエネルギーや栄養素をとり入れて、

生きています。食べることは、ほかの生き物たちの命をいた

だくことであり、生命のつながりによって成り立っています。

食べ物を大切にして、感謝の心を持って食べましょう。

感謝を込めていただきます！ごちそうさま！

店頭に並んでいるお米に、「新米」の表示※が目立つようになりました。
お米は、昔から日本人の食卓に欠かせないもので、炊いたご飯を主食として食べるほか、
もちやだんごなど、さまざまなものに加工されてきました。
船橋の米も収穫の時期を迎えました。船橋では、主に３種類の米を作っています。「ふ

さこがね」「粒すけ」「コシヒカリ」です。大切に育てたお米が給食用にもうすぐ届けら
れます。今月の２５日に「船橋産のコシヒカリ」を炊く予定です。どうぞ、お楽しみに！
※「新米」と表示できるのは、精米の場合、原料玄米が生産された年の12 月31 日までに精白し、容器

包装された精米に限ることが、食品表示法によって定められています。

人への感謝「ごちそうさま」
昔、お客さまをおもてなしすると

き、家の人はいろいろなところを歩

き回って材料を探し集め、時には命

がけで食べ物をとってこなければな

らないこともありました。そのご苦

労に「ありがとう」という気持ちを

伝えることから、始まったあいさつ

です。作ってくれた人や食事ができ

ることへの感謝の気持ちを表します。

命への感謝「いただきます」
私たちが食べるものは、もとを

たどれば、すべて生きていたもの

です。そうした動物や植物の命を

いただく(食べる)ことで、私たち

は今、生きています。自然の恵み

や、私たちの命をつないでくれる

大切な食べ物に感謝する気持ちを

表すのが「いただきます」という

あいさつです。

地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取り組みです。
学校給食では、地域でとれた「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理
解を深め、地域への愛着を育むとともに、環境問題や食料自給率といった課題について目
を向ける機会にしたいと考えています。

地域の産業や食文化へ
の理解を深めることが
できる

食料の生産、流通に関
わる人びとに対する感
謝の気持ちを育むこと
ができる

学校と地域との連携・
協力関係を構築するこ
とができる


